
 

 

 

 

 

 

 

 

 毎年、夏休みの選択課題の一つとして、希望

者を集め、統計グラフコンクールに参加してい

る。本校では、「未来をたくましく生きる力を育

む教育の創造～仲間と学ぶ SOZOの時間を核に

据えて～」のテーマのもと研究を行った。実社

会・実生活の事象を学びのきっかけとし、問題

解決するとともに、課題整理後に改めて実社会・

実生活の事象を見つめることで、学びを深める

研究である。統計グラフも、生活の中から疑問

点を考え、アンケート等の統計をとり、結果か

ら考察することができる。小学校で経験してい

る生徒もいたが、経験不足や認知度の低さから、

参加する生徒が少ないことが課題であった。数

学教諭で協力し、授業の中で統計グラフの周知

を行った。 

その後、希望者に説明会を行った。募集要領

や「統計グラフを作ろう！」（愛知県統計課のホ

ームページ）をもとに日程等を説明する。 

 

 

 

（１）説明書の配付 

参加したい生徒を集め説明会を行い、日程等

を説明する。その中で、アンケートを行う日や、

作品提出までの道筋を示す。実際の作品を見せ

たり、制作する中での工夫点を伝えたりするな

ど、魅力的であることを伝える。 

（２）テーマ決め 

 統計グラフの魅力を

伝えるために授業の中

で右のようなプリント

を配付して授業を行っ

た。導入としてクイズ番

組で、ある事柄について

アンケートを行い、どの

くらいの割合が当ては

まるのかを考える番組

を提示した。実生活・実社会から、テーマを考え

られるようにプリントを用いて考えた。グルー

プ学習として発表しあうことも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

（３）アンケート作り・集計 

 アンケートを作成する際の手順を提示する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

これらのポイントを押さえながら、個別指導

を行い、アンケートの作成を行う。 

（４）作品作り・レイアウト作成 

 アンケートの結果をもとに、作品作りに取り

掛かる。見やすい色合いを考えたり、分かりや

すいレイアウトで配置したりする。日程説明の

際に、中間報告する日や学校に提出する日も決

め、目標に向けて制作する。その際に、色塗りで

はなく色紙等で装飾したり、グラフもテーマに

合うものでグラフに見えるようにしたり、読み

手をひきつけるための工

夫を指導する。生徒の困り

感を聞いて共感し、より魅

力的な作品となるように

指導していく。 

 

 
 

愛知県統計グラフコンクール 

令和４年度  

金賞 1点  

銀賞 1点  

銅賞 1点  

 

令和元年度 

 金賞１点 

 銀賞１点 

 銅賞１点 

①アンケートする人数 

・多いと集計が大変、少ないと信用性が欠ける 

②行う日時 

③質問する内容・方法 

・担任にアンケートを行うことを依頼・回収する

ことを、自分でお願いするように指導。 

・記述式ではなく選択式にする。 

・多くならないようにするが、検証後にまとめが

できるものとすること。 

【令和４年度 金賞・銀賞作品】 


